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特集号「自然災害の防災」
セイフティ エンジニアリング編集委員長

福 富 洋 志

公益財団法人総合安全工学研究所 役員

東日本大震災が自然の持つ想像を超える力
を改めて示したのは 5 年前のことでした。
未だにその爪痕はインフラにも人の心にも深
く残され、復興への努力が今なお続けられて
います。このような自然の脅威を忘れること
なく、常にそれに備えていくために、公益財
団法人総合安全工学研究所の機関誌セイフ
ティエンジニアリングでは、2013 年から東
日本大震災が発生した 3月の発行号を毎年
災害防止・対策の特集号として参りました。
2013 年には「災害と対策」を初回のテーマ
と致しました。津波、原子力発電、そして地
震への備えなど 2011 年に私達が直面した課
題を取り上げました。2014年のテーマは「地
域の防災」。大都市における木造密集地区で
の地震災害対策、コンビナートでの対策、非
常時のライフライン停止の影響と対策、避難
経路の設定やまちづくりのための基礎資料と
なるハザードマップについて掲載致しまし
た。2015 年は、安全性の確保が第一の「交
通インフラの維持管理」を課題と致しました。
そして、本年は「自然災害の防災」をテーマ
としておおくり致します。
我が国では、国土が狭いにもかかわらず、
暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、
噴火など多様な自然災害が毎年発生していま

す。中には広域に渡るものも少なくありませ
ん。最近では 2015 年 9月 17 日の関東・東
北での記録的な豪雨で、茨城、栃木、宮城の
3県で計 19 河川の堤防が決壊しました。こ
の時には他に全国で 55の河川が氾濫し、個
人だけでなく企業にも多大な損失をもたらし
ました。また、関東では千葉県などでの竜巻
の発生も多くの損害をもたらしています。こ
れらの災害の実態、どのような対策が考えら
れるのかをはじめ、近年の災害増大の背景に
あると考えられる地球温暖化や、地震災害へ
の事前の備えと対応、地震に付随して発生す
ることのある地盤の液状化のメカニズムと発
生しやすい土地の見分け方などについて、専
門の皆様からご寄稿をいただきました。これ
らの災害に対する認識を新たにし、個人ある
いは企業レベルでの対策を立てていただくた
めに役立てていただければと存じます。
本特集号を発行するにあたり、お忙しい中、
快く執筆をお引き受けいただいた 5名の著
者の皆様およびご紹介いただいた損害保険料
率算出機構殿に厚く御礼を申し上げます。な
お、冒頭に記させていただきましたように、
様々な課題の災害防止・対策特集号を毎年 3
月に発行致しております。本号と合わせてお
読みいただければ幸いです。


